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概要 
本学メディアデザイン学科のクリエイティブ系志望の学生を対象にして，ゼミナールでの教育の内容，方
法，そして実践について報告する．クリエイティブ系を志望しクリエイターとして就職したい学生の教育は
学科カリキュラムの授業だけでは不十分であるため，ゼミ配属後にゼミ独自の教育を行う必要がある．就職
活動では，企業側から即戦力に近い能力が要求されるため，技術向上目的の演習形式のサブゼミの開講や，
クリエイティブ業界向け就活の準備，ポートフォリオ制作指導，インターンシップ参加の支援など様々なゼ
ミ教育を行ってきたことを報告する．また著者のゼミのクリエイティブ系の就職実績についても報告する． 
 
1. はじめに 
本学未来デザイン学部メディアデザイン学科(1)
では，専門教育科目系列の必修科目として 3年次後
期に「メディアデザインセミナー」を半期 15 回で
開講している．この科目は，4 年次からの卒業研究
に着手するための前段階として行われるセミナー
と位置づけられている．本セミナーでは，3 年次 7
月に各教員の研究室に配属された後，4 年次から円
滑に卒業研究が始められるよう，必要不可欠な基礎
知識・技能を身につける．ゼミの各教員により実施
方法は異なるが，ただ単に卒業研究の準備をするだ
けではなく，就職活動のための準備も行う． 
メディアデザイン学科の教員の専門分野は理系
と文系，さらに分類すると電気，情報，機械，芸術，
建築，教育学，英語，体育など多様であり，それぞ
れの担当ゼミのテーマや方針は特色があり，専門教
育内容やその方針や方法も異なっている．本報告の
著者のゼミは，ディジタルコンテンツ制作をテーマ
としており，「作る＆創る」をスローガンとして，ジ
ャンルを問わず IT 系やクリエイティブ系を志す学
生のためのゼミ教育と活動を展開している．著者の
専門は情報工学（博士（工学））で情報処理技術者資
格も保有しており，システムエンジニア(SE)，Web デ
ザイン，音楽制作，3DCG 制作，ポスターやパンフレ
ット制作，ラジオ番組制作などの実務経験もあり，
現在も社会貢献として学外へのコンテンツ提供な
ども行っていることから，それらの技術もゼミ教育
に活かしている． 
2. 教育内容と実践方法 
著者のゼミでは,毎週 1 回の学科共通のメディア
デザインセミナーをレギュラーゼミと呼び，全員参
加必須のゼミとしている．一方，学生の多様な志望
や希望に応えるために，ジャンル毎の個別テーマを
設定したサブゼミと呼ぶゼミを多数開講している． 
レギュラーゼミとサブゼミの実施場所は8号館の
通常のゼミ室で，スライドによる講義と学生自身の
ノート PC での制作演習などを行うが，ハイスペッ
クの最新の業界標準ソフウェアとそれらが動作す
るハードウェアを複数使用しなければならない内
容もあるので，最新設備が導入されている E棟（中
央棟）の 3階のマルチメディア・ラボ(2)（E302 教室）
で行うこともある．すべてのゼミ活動は，簡単な報
告を記載したメールを必ず教員に送信するように
し，振り返りと反省を徹底させている． 
2.1 レギュラーゼミについて 
レギュラーゼミの各回のテーマと概要を以下に
示す．第 1回は「ゼミの方針とレギュラーゼミとサ
ブゼミ」のオリエンテーション，第 2回は「アート
とクリエイティブ活動」の講義，第 3回は「PF 面談
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と履歴書下書き」の演習，第 4 回は「3年ゼミ生の
自己紹介と活動内容と目標」のプレゼンテーション
（8 分程），第 5 回は「就職活動について」の講義，
第 6 回は「就職活動のための企業研究と職種研究」
の演習，第7回は「就職活動のための書類の書き方」
の演習，第 8 回から第 10 回は「ゼミ内プロジェク
ト活動」，第 11 回は「PF 面談とエントリーシート下
書き」の演習，第 12 回から第 14 回は「ゼミ内プロ
ジェクト活動」，第 15 回は「半年間の活動内容と成
果の報告」のプレゼンテーション（8分程）である． 
2.2 サブゼミについて 
多様なジャンルの知識と技術の修得のために，自
由参加の 7つ異なるテーマのサブゼミを，週 1回開
講している．それらの実施内容を以下で述べる．ゲ
ーム制作を中心にして，3DCG，音楽，グラフィック
デザイン，映像制作などをテーマとするサブゼミを
構成し実施している． 
①「ゲーム制作とシミュレーション」サブゼミ 
 ゲームエンジンUnrealEngine4と Unityを修得し
ゲーム制作能力を養う．メディアデザイン学科生に
非常に人気の高い分野として各種ゲーム機上で動
作するデジタルビデオゲームがある．工業製品とし
てのゲームを制作するための技術やルール，および
ノウハウを学んだ上でゲームのレベル制作，キャラ
クターコントロール，など様々な技術を修得する必
要があり，ソフト操作技術とゲームのレベル設計の
知識を修得させ，実際にゲームを制作させる．  
②「3D コンピュータ・グラフィックス」サブゼミ 
 統合型 3DCG ソフト Autodesk Maya を中心に 3DCG
制作全般の技術を修得させる．セルルックアニメ分
野も学科生に人気があり，ゲームと同様 3DCG 技術
への依存度が非常に高まっており,それに対応した
教育が必要となってきている．モデリングだけでは
なく，アニメーションをメインとした総合的な教育
をバランスよくやる必要がある．このサブゼミでは，
主にプロ仕様の人体モデルのセットアップモデル
を使って，アクションやフェイシャルアニメーショ
ン制作を行っている．業界のトレンドのスカルプト
系 3DCG モデリングソフト Sculptris で自由曲面の
多いモデルを制作し，立体表示のままテクスチャー
制作できる 3D ペイントも修得させる． 
③「デッサンとドローイング」サブゼミ 
鉛筆画を描くトレーニングを行う．主にアニメ系
の絵柄を素材に画力を高める演習である．人体パー
ツから上半身，下半身，体全体，パースを意識した
人体と風景などの模写を，ドローイング主体で行っ
ている．ポイントは重心とパースとしている．デジ
タルの絵を描く学生は多いが，画力の向上のために
は鉛筆で描くトレーニングを長期間にわたり実践
する必要があると言われているので，毎回できる限
り多くの鉛筆画を描かせる．3DCG 業界に就職するた
めの画力は,空間把握能力を見極めるものであると
言われるので，就職試験でのポートフォリオ作品や
実技試験ではこの能力を問われる．人物画が描けな
かった学生がこのサブゼミをきっかけに，ポートフ
ォリオに人物画を盛り込み審査を通過し,次のデッ
サンの実技試験にも合格したという事例もある． 
④「グラフィックデザイン」サブゼミ 
グラフィックデザインの応用をテーマとしてい
る．著者が担当している 1年次前期の選択科目「コ
ンピュータ・グラフィックス入門」では，グラフィ
ックデザインの基礎を演習主体で実践しているが，
このサブゼミでは，さらに多くの基礎知識と手法(3)
とそれらの応用と作品制作を行っている．印刷系か
ら広告デザイン系まで，グラフィックデザインを志
望する学生は多く，ポートフォリオ用の作品制作も
行っている．またポートフォリオ制作には，美しく
整った紙面作り（エディトリアルデザイン）が必須
であるので，そのためにもグラフィックデザイン能
力は必要であり，このサブゼミに参加することをク
リエイティブ系志望者全員に勧めている． 
⑤「ポートフォリオ制作」サブゼミ 
ポートフォリオ（オリジナル作品集）の具体的な
作り方や方針，就職活動の具体的な方法などを短期
集中で講義している．代表的な書籍(4) (5)を利用して
講義し，作品ブラッシュアップシートを Excel で作
って配布している．クリエイティブ系の就職活動で
は，ポートフォリオの提出がほぼ必須であり，かつ
企業側のその判定は，短い場合は 1分未満，最初の
１ページから3ページ程度で決まるのが一般的であ
るので，入念な準備と制作が必要である．過去に成
功した OB 事例のポートフォリオはすべて実物を保
管しており，志望学生に開示し作品クオリティの高
さはもちろん，全体の構成や紙面のエディトリアル
デザインについて確認させて参考にさせている． 
⑥音楽制作（DTM）サブゼミ 
 作曲編曲とDTMによる音楽制作の知識と技術の修
得を行っている．著者が担当している 2年次前期の
科目「音楽情報処理」では，DTM での音楽制作の基
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本中の基本しか取り上げていないため，本格的に制
作して音楽配信できるようなクオリティの楽曲制
作の知識と技術を修得して音楽作品を制作させて
いる．VOCALOID の楽曲づくりなども指導している．
作詞だけをしたい学生には，著者が VOCALOID のメ
ロディだけを数曲作曲して提供し，それに詞を書い
て乗せるという課題を課すこともある． 
⑦映像制作サブゼミ 
映像編集ソフト Adobe After Effects やフリーソ
フトの AviUtl を使った映像編集やアニメ制作，お
よびモーショングラフィックス制作を演習させて
いる．ゼミ内プロジェクトとしてオープンキャンパ
スで流す学科紹介（授業で制作した学生作品紹介）
映像制作を行ったりもしている． 
その他に，声優や文芸系志望者には，札幌市西区
のコミュニティＦＭラジオ三角山放送局(6)で月に
一度の 2時間番組（著者が企画・制作・パーソナリ
ティを担当）の中で，学生が内容を企画して制作し
話す 20 分コーナーを担当させている．収録はメデ
ィア・スタジオ(2)などで行っている．小説家やシナ
リオライター志望者には，北海道ラジオの会が主催
するコンテスト「北のラジオドラマ大賞」(7)への応
募を勧め，作品制作の指導を行って制作し応募させ，
入賞は逸したがラジオでオンエアーされた事例も
ある． 
3. 就職活動のための教育と支援の内容 
クリエイティブ業界への就職は，新卒者に要求さ
れる能力が即戦力並みに高いため，採用基準の高さ
と競争率の高さにより狭き門となっている．学生が
希望を叶える確率は小さいが，実力不足の学生でも
その希望を尊重し，できる限りの指導と支援をして
いる．何らかのクリエイティブ業界での実績がある
と評価されるため，学生には継続的あるいはスポッ
ト的なクリエイティブ系のアルバイトをやること
やインターンシップへの参加を奨励している．その
機会は多くはないが，企業から紹介があった場合は
学生に参加を奨励している．こちらから企業に働き
かけることもある．どんな小さな実績でもコンテン
ツ制作能力の裏付けとなるので，イベントポスター
制作，雑誌記事執筆などを担当させ，必ず指導やア
ドバイスをしてクオリティを高めさせている．また，
まず業界に飛び込み，その中で職種を変えてキャリ
アアップしていくという考え方を奨励している． 
本報告の著者は，本学でも数名しかいないキャリ
アコンサルタントの国家資格を取得しており，一般
的な就職活動はもちろん，クリエイティブ系の就職
活動にもその技術や考え方を指導やアドバイスに
使っている．クリエイティブ系の就職支援サイトで
あるクリ博(8)や，クリエイティブ系求人サイトの 
Find Job などの利用方法も指導し，過去の OB の成
功事例や失敗事例も解説するなどしている．サブゼ
ミで使用しているポートフォリオ制作のための書
籍(4)の著者のキャリアアドバイザーを招き，クリエ
イティブ系業界セミナーを開催したこともあった．
セミナー終了後に，希望学生に自身のポートフォリ
オを持参してもらい，添削指導も行ってもらった．
学生毎に就職活動の方針などもアドバイスしても
らい，東京方面の企業の紹介を受ける学生もいた．
これをきっかけに有名広告代理系の制作会社への
就職が決まった事例もある． 
またクリエイティブ系企業の経営者や技術責任
者を招き，会社説明会や仕事の内容セミナーを多数
開催してきた．これまでに，日本でトップクラスの
技術力を誇る 3DCG アニメーション制作企業，グラ
フィックデザインとディジタルコンテンツ制作の
企業，アニメーションのポストプロダクション企業，
映像制作会社の経営者兼映像作家を招いてきた．  
近年多く開催されている，クリエイティブ系の合
同企業説明会やポートフォリオアドバイス兼企業
交流会への参加も学生に奨励している．実力が不十
分な学生や，志望だけで作品を作ったことさえない
学生が，このような参加の場においてクリエイティ
ブ業界で要求されるレベルの高さと競争率の高さ
を目の当たりにし，進路や就職活動の方針を変更す
る機会としても重要であるからである．そのような
学生が拘りすぎると，内定可能な一般的な企業や職
種への就職機会を逸するからである． 
制作能力が高い学生のために，学生が制作したポ
ートフォリオをクリエイティブ系企業に持参して，
経営者や採用担当者などに直接アピールして紹介
している．それをきっかけにデジタル絵の制作の受
託の仕事を依頼され，4 年生の時期の 1年間でスポ
ットの仕事を数十件こなし，卒業後はそのままプロ
のデジタル絵師になり活躍している OG もいる．一
方，実力不足で不十分な内容のポートフォリオであ
れば，企業側の反応やコメントなどを学生に間接的
にフィードバックしてやることで，ポートフォリオ
のブラッシュアップと次の目標設定，および能力向
上へのヒントとなる．学生が自分自身で直接企業に
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作品を持ち込みアピールすることは，メンタル的に
難しいが，教員が代行してやることで学生の能力向
上効果と就職実績につながることもある． 
数少ないクリエイティブ業界に就職した OB を紹
介して直接話しができるような仲介も積極的にし
ている．映像制作希望学生に東京の大手テレビ局で
番組企画とディレクター職を経験した OB に，業界
の動向や実情，および就職活動について聴くことが
できる機会を作ったり，音楽制作で就職した OB に
就職活動体験談を長時間講演してもらったりした
事例もある． 
在学中に希望が叶わなかったときのフォローも
行っている．例えば，卒業後に給付金付きのインタ
ーンシップに参加して，数か月の実習を経て希望の
クリエイティブ職に就いた事例もある(9)．これは広
告代理店でのグラフィックデザイン系の仕事であ
った．本学からは過去に内定したことが一度もない
難易度の高い企業であった．この学生は在学中にク
リエイティブ系を含めて多くの業種の求人に応募
したが一つも内定を取れなかった学生であったが，
卒業後のインターンシップを紹介し参加すること
で半年後に希望を叶えた．したがって，状況が許さ
れるのであれば，夢をあきらめずに志望を貫いて活
動するための支援をすることも重要と考えられる． 
4.ゼミのクリエイティブ系就職の実績 
過去 10 年間ほどの著者のゼミからの具体的なク
リエイティブ系就職の実績について以下に紹介す
る．Web デザイン兼 Web システム構築エンジニア，
モバイルコンテンツ制作デザイナー，3DCG モデラー，
3DCG モーションクリエーター，3DCG テクニカルエ
ンジニア，デジタル絵のペインター兼デザイナー，
アニメコンポジッタ （ー撮影と編集），音楽制作，映
像制作エンジニア，その他にもテレビ番組アシスタ
ントディレクター，テレビ番組映像編集者や印刷系
デザイナー，広告制作などがある．プロミュージシ
ャンになった例は３事例ある．テレビ CM 曲やテレ
ビ番組テーマ曲(10)を提供し活躍する OB もいる． 
5. まとめ 
本学メディアデザイン学科のクリエイティブ系
志望の学生を対象にして，ゼミナールでの教育の内
容，方法，そして実践，およびクリエイティブ系職
種への就職実績について報告した．ゼミ配属後に独
自に行うゼミ教育を充実させているが，能力の向上
は学生自身の個人的な活動に大きく依存している
ことや，何より才能や持って生まれた資質に依存す
る部分が大きいことから，クリエイティブ系への就
職は多くの学生にとって困難な希望進路ではある．
しかしながら，さらにゼミでの指導を充実し強化し
ていきたいと考えている．特に 3DCG の重要性がこ
こ数年急激に高まってきており，3DCG 関連の教育と
人材育成に力を入れていくべきだと考えられる．本
報告の著者は平成 30 年度からの学科新カリキュラ
ムで，2 年間に渡り連続開講される 3DCG 系の 4 科
目をすべて一人で担当予定であり，実践力の効率的
な修得と企業からの求人要求を満たすような人材
育成ができるように内容を検討している．これまで，
クリエイティブ系職種に新卒者が就くことが非常
に困難であることに対する理解が乏しい傾向にあ
るので，クリエイティブ系志望の学生の考えと希望
を尊重し，就職指導への理解を期待している． 
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